
令和５年度シラバス（数学）     学番５７ 新潟県立塩沢商工高等学校  

教科(科目) 数学（数学Ⅰ） 単位数 ２単位 学年(コース) １学年(商業科) 

使用教科書 数研出版『最新 数学Ⅰ』 

副教材等 数研出版『パラレルノート数学Ⅰ』 

 

１ 学習目標         
数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 数と式、二次関数についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的
に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 
(2) 数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力および、関数関係に着目し、事象を的確に表現してそ
の特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力を養う。 

(3) 数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

 

２ 指導の重点                  
① 文字式の復習を中心に、新しい学習内容との結びつきを理解し、１次不等式および２次方程式の理解を深めます。 
② ２次関数、２次方程式、２次不等式の特徴を考察し、それぞれを関連付けて理解を深めます。 
③ 既習の２次関数について復習する中で、関数の基本的な性質を理解し、２次関数のグラフをかけるようにします。 

 

３ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 数と式、二次関数についての基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解している。 

・ 事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数

学的に表現・処理したりすることに関する技能

を身に付けている。 

 

・ 命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的

にみたり目的に応じて適切に変形したりする力お

よび、関数関係に着目し、事象を的確に表現してそ

の特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察す

る力を身に付けている。 

・ 数学のよさを認識し数学を活用しようとした

り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよう

としたりしている。 

・ 問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、

評価・改善したりしようとしている。 
 

 

４ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
方
法 

 以上の観点を踏まえ、 

・ ペーパーテスト（定期テスト、小テスト）
の分析 
・ 授業中の発言、発問に対する解答の観察 

・ 各種課題（日々の課題、長期休業中の課題）
や提出物などの内容の確認 
 

などから評価します。 

 以上の観点を踏まえ、 

・ ペーパーテスト（定期テスト、小テスト）
の分析 
・ 授業中の発言、発問に対する解答の観察 

・ 各種課題（日々の課題、長期休業中の課題）
や提出物などの内容の確認 
 

などから評価します。 

 以上の観点を踏まえ、 

・ 授業中の発言、発問に対する解答の観察 
・ グループワークや討論への取組の観察 
・ 各種課題（日々の課題、長期休業中の課題）

や提出物などの内容の確認 
 
 

などから評価します。 

内容のまとまりごとに、各観点 
 「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 
 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 学習計画                              

月 単元名 授業時数 

と領域 

教材名 学習活動(指導内容) 
時間 

評価方法 

４ 第１章 数と式 

第１節 数と式 

５ ・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・文字式の復習、定数倍、加法、減

法の計算をする。 

・指数法則を学習し、活用して計算

する。 

・乗法公式を使い、効率よく式変形

する。 

・文字式の計算や指数の計算およ

び乗法公式を利用した式変形につ

いて解答したり発表したりする。 

５ ・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

５ 第１章 数と式 

第１節 数と式 

３ ・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・既習の因数分解を復習し，問題を

解く。 

・乗法公式と関連させて，複雑な式

の因数分解をする。 

・工夫した因数分解について説明

や発表をする。 

３ ・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

中間考査   １   １  

第１章 数と式 

第１節 数と式 

  １ ・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・乗法公式と関連させて，複雑な式

の因数分解をする。 

・工夫した因数分解について説明

や発表をする。 

１ ・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

６ 第１章 数と式 

第２節 実数 

 

 

 

 

 

 

課題学習 

  ６ ・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・数の分類，実数の概念を理解す

る。 

・絶対値の定義を理解し，絶対値記

号を含む式の計算をする。 

・根号を含む式の計算をする。 

・分母の有理化について理解し，基

本的な計算をする。 

・いろいろな無理数を数直線上に

示す。 

６ ・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

期末考査   １   １  

７ 第１章 数と式 

第３節 １次不等式 

  ５ ・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・実数の学習を踏まえ，コピー用紙

の縦横比について学習する。 

・不等式の性質を理解し，１次不等

式を解く。 

・連立不等式を解き，身の回りの事

象との関連を学ぶ。 

・身近な問題を，1次不等式を用い

て解決しようとする。 

５ ・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

８ 第３章 ２次関数 

第１節 ２次関数とグラフ 

  ２ ・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・１次関数について復習し，関数に

ついて理解する。 

・身近な問題を，関数の式で表すこ

とができる。 

 

２ ・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 



９ 第３章 ２次関数 

第１節 ２次関数とグラフ 

  ８ ・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・頂点の座標や軸の方程式を求め

て，２次関数のグラフをかく。 

・関数が与えられたとき，そのグラ

フをかこうとする。 

８ ・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

10 第３章 ２次関数 

第１節 ２次関数とグラフ 
４ 

・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・様々な２次関数の特徴を考察し、

頂点の座標や軸の方程式を求め，グ

ラフをかく。 
４ 

・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

中間考査 １   １  

第３章 ２次関数 

第１節 ２次関数とグラフ 

３ 

・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・様々な２次関数の特徴を考察し、

頂点の座標や軸の方程式を求め，グ

ラフをかく。 

・２次関数のグラフを利用して，２

次関数の最大値・最小値を求める。 

・一般の２次関数  𝑦 = 𝑎𝑥2 +

𝑏𝑥 + 𝑐 について，頂点の座標を考

察しようとする。 

３ 

・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

11 第３章 ２次関数 

第１節 ２次関数とグラフ 

７ 

・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・２次関数のグラフについて与え

られた条件から，その２次関数を決

定する。 

・２次関数の決定条件に興味，関心

をもち，考察しようとする。 

７ 

・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

期末考査 １   １  

12 第３章 ２次関数 

第２節 ２次方程式と２次不等式 
５ 

・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・因数分解による解法や解の公式

を用いて，２次方程式を解く。 
５ 

・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

１ 第３章 ２次関数 

第２節 ２次方程式と２次不等式 
６ 

・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・因数分解による解法や解の公式

を用いて，２次方程式を解く。 

・２次不等式の解の意味を理解し，

その解を求める。 

６ 

・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

２ 第３章 ２次関数 

第２節 ２次方程式と２次不等式 

５ 

・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・２次不等式の解の意味を理解し，

その解を求める。 

・２次関数、２次方程式、２次不等

式を関連づけて考えることができ

る。 

・２次関数のグラフと１次不等式

の関係から，２次不等式の場合を

考えようとする。 

５ 

・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

学年末考査 １   １  

第３章 ２次関数 

第２節 ２次方程式と２次不等式 
２ 

・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・連立不等式などの応用問題を解

く。 
２ 

・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 



３ 第３章 ２次関数 

第２節 ２次方程式と２次不等式 
３ 

・教科書 

・プリント 

・パラレルノート 

・連立不等式などの応用問題を解

く。 
３ 

・授業の取組 

・ノート 

・小テスト 

・課題提出 

計70時間（50分授業） 

 

６ 課題･提出物等 

・定期考査ごとに、授業用のノートの提出があります。 

・定期考査ごとに対策プリントを配付します。対策プリントは提出が必要な課題です。 

・夏季休業中、冬季休業中、春季休業中に課題を出します。各休業中の課題は提出が必要な課題です。 

 

７ 担当者からの一言 

 数学Ⅰは高校数学の基になる科目です。中学校の数学を復習しながら授業を行いますので、数学が苦手な人も真

剣に授業に取り組み、克服しましょう。また、黒板に書いた内容をノートにまとめたり、課題の提出期限を守った

りと基本的なことができるようになりましょう。                    （担当：細田圭介） 
 

 


